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日
頃
よ
り
陸
上
自
衛
隊
八
戸
駐
屯
地
に
対
し

ま
し
て
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
外
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
侵
略
は
い
ま
だ
に
継
続

し
、
力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
は
、
国
際

秩
序
の
根
底
を
揺
る
が
す
重
大
な
事
象
で
あ
り

決
し
て
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
我

が
国
周
辺
に
お
い
て
も
、
中
国
の
力
に
よ
る
一

方
的
な
現
状
変
更
や
そ
の
試
み
、
北
朝
鮮
に
よ

る
ミ
サ
イ
ル
発
射
は
従
前
よ
り
も
一
層
差
し

迫
っ
た
脅
威
と
な
っ
て
お
り
、
我
が
国
の
防
衛

力
を
抜
本
的
に
強
化
し
、
総
合
的
な
国
力
と
同

盟
国
等
の
協
力
・
連
携
に
よ
り
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
人
々
が
平
和
に
・
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
は
当
た
り
前
で
は
な
い

時
代
に
突
入
し
て
い
ま
す
。
人
は
陸

地
で
生
活
を
し
ま
す
。
陸
上
自
衛
隊

は
、
陸
地
を
護
る
重
要
な
部
隊
と
し

て
、
万
が
一
に
備
え
、
ひ
と
た
び
事

態
が
生
起
し
た
場
合
は
、
国
民
の
生

命
、
財
産
、
そ
し
て
主
権
・
領
土
等

を
護
り
、
国
土
防
衛
の
最
後
の
砦
と

し
て
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

き
ま
す
。

八
戸
駐
屯
地
に
お
い
て
も
一
昨
年

策
定
さ
れ
た
「
安
保
三
文
書
」
に
基

づ
く
防
衛
力
の
抜
本
的
な
強
化
に
基

づ
き
、
三
月
二
十
一
日
に
第
５
高
射

特
科
群
を
は
じ
め
と
し
、
新
た
に
三

個
の
部
隊
が
新
編
さ
れ
ま
し
た
。

我
々
自
身
に
抜
本
的
な
強
化
、
別

の
言
葉
で
言
う
な
ら
ば
変
化
が
求
め

ら
れ
る
中
、
駐
屯
部
隊
が
「
地
域
と

と
も
に
前
へ
」
進
む
た
め
に
、
陸
上

自
衛
隊
八
戸
駐
屯
部
隊
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、
よ
り
身
近
な
存
在
と
し
て

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
四
月
十

三
日
に
陸
上
自
衛
隊
八
戸
駐
屯
地
創

立
68
周
年
記
念
行
事
を
開
催
し
ま
し

た
。
全
体
の
中
で
よ
り
良
く
す
る
た

め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
あ
っ
て
こ
そ
人

駐
屯
地
の
隊
員
及
び
隊
員
御
家
族
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
国
外
に
お
い
て
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
軍
事
侵
攻
は
い
ま
だ
に
継
続
し
、

イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
の
紛
争
等
、
国
際

情
勢
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
り
、
ま
た

国
内
に
お
い
て
は
今
年
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
を
は
じ
め
頻
繁
に
地
震
が
発
生
し
て
い
る
状

況
で
、
駐
屯
地
の
皆
様
に
は
、
我
が
国
の
防
衛

や
災
害
派
遣
の
た
め
日
々
ご
尽
力
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
こ
と
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
三
月
に
は
第
５
高
射
特
科
群
を
は
じ
め
と

し
、
新
た
に
三
個
の
部
隊
が
新
編
さ
れ
、
駐
屯

部
隊
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
八
戸
市
に
と

り
ま
し
て
も
心
強
く
、
そ
し
て
頼
も
し
く
感
じ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

当
後
援
会
は
、
引
き
続
き
八
戸
駐

屯
地
部
隊
・
隊
員
が
安
心
し
て
任
務

に
ま
い
進
で
き
る
環
境
を
醸
成
す
る

た
め
、
市
民
を
代
表
し
て
支
え
て
い

く
所
存
で
あ
り
、
本
紙
を
通
じ
て
読

者
の
皆
様
に
対
し
、
国
民
の
負
託
に

こ
た
え
る
た
め
日
々
訓
練
に
励
ん
で

い
る
八
戸
駐
屯
地
部
隊
・
隊
員
の
真

摯
な
姿
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
努
め

て
参
り
ま
す
。
本
趣
旨
を
ご
理
解
頂

き
協
賛
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
後
援

会
の
皆
様
に
対
し
改
め
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

初
夏
を
迎
え
い
よ
い
よ
訓
練
最
盛

期
と
な
り
ま
す
が
、
隊
員
、
ご
家
族

並
び
に
ご
愛
読
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
重
ね

て
お
祈
り
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

は
成
長
し
て
新
た
な
も
の
を
生
み
出

し
て
、
調
和
の
と
れ
た
社
会
を
実
現

し
て
い
き
ま
す
。
易
経
（
え
き
き
ょ

う
）
に
「
易
の
三
義
」
す
な
わ
ち
、

変
易
（
変
わ
る
こ
と
）
、
不
易
（
季

節
に
よ
う
に
巡
り
変
わ
ら
な
い
こ

と
）
、
簡
易
（
な
に
ご
と
も
わ
か
り

や
す
く
な
る
こ
と
）
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
変
化
の
中
で
も
変
わ
ら

な
い
も
の
が
あ
り
、
全
体
の
循
環
の

中
で
よ
り
調
和
の
と
れ
た
も
の
が
生

ま
れ
ま
す
。
皆
様
が
自
衛
隊
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
こ

れ
か
ら
も
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
て

ま
い
り
ま
す
。

八
戸
駐
屯
地
は
、
全
隊
員
が
あ
ら

ゆ
る
事
態
に
即
応
し
て
任
務
を
完
遂

す
べ
く
、
部
隊
・
隊
員
が
相
互
に
信

頼
し
、
そ
し
て
、
地
域
か
ら
信
頼
さ

れ
る
駐
屯
地
を
目
指
し
て
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
発
揮
し
、
こ
れ
か
ら
も
よ

り
一
層
、
「
地
域
と
共
に
前
へ
」
進

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



第12号 八戸駐屯地広報紙「八 戸」 令和６年５月３１日（２）

広告

訓練展示、各種イベント等

観 閲 式

広告

令
和
六
年
四
月
十
三
日
（
土
）
八
戸
駐
屯

地
に
お
い
て
、
「
令
和
六
年
度
駐
屯
地
司
令

感
謝
状
贈
呈
式
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
平
素

か
ら
自
衛
隊
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
、

積
極
的
に
協
力
し
て
頂
い
た
七
個
人
、
三
団

体
の
方
々
に
対
し
て
、
駐
屯
地
司
令
よ
り
感

謝
状
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

贈
呈
さ
れ
た
方
々
は
左
記
の
通
り
で
す
。

（
順
不
同
）

〇
三
八
五
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
株
式
会
社

様

〇
（
株
）
伊
藤
電
気
商
会

様

〇
（
一
財
）
防
衛
弘
済
会

様

〇
石
輪

す
み
子

様

〇
根
市

雅
充

様

〇
名
久
井

廣

様

〇
辻
浦

武
治

様

〇
相
野

照
昭

様

〇
柳

巴
志
寿

様

〇
花
美

君
華

様

令和６年４月１３日（土）八戸駐屯地において「八戸駐屯地創立６８周年記念行事」を八戸市長を始めとするご来賓の方々の参列のもと開
催しました。記念日当日は、天候にも恵まれ、会場には昨年を大きく上回る約４，０００名の来場者が訪れました。
行事は、主に記念式典、観閲式、訓練展示、装備品展示のほか、体験搭乗、格闘展示等を実施し、大盛況のうちに幕を閉じました。

令
和
六
年
三
月

二
十
一
日
（
木
）

八
戸
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
に
て
、
陸
上

自
衛
隊
八
戸
駐
屯

地
後
援
会
主
催
の

「
新
編
部
隊
祝
賀

会
」
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

新
編
を
記
念
し

ま
し
て
八
戸
陣
太

鼓
の
祝
い
の
演
奏

が
行
わ
れ
、
ま
た

後
援
会
の
方
々
を

含
め
た
く
さ
ん
の

ご
来
賓
の
方
々
に

ご
出
席
頂
き
、
お

か
げ
さ
ま
で
盛
況

の
う
ち
に
新
編
部

隊
祝
賀
会
が
終
了

し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
八

戸
駐
屯
地
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

八戸駐屯地新編部隊祝賀会 令和６年度駐屯地司令感謝状贈呈式
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広告 広告 広告

令
和
六
年
能
登
半
島
地
震

各
部
隊
の
新
編
行
事

ＳＩＮＣＥ ２００６ＳＩＮＣＥ ２００６

令
和
六
年
三
月
二
十
一
日
に
、
第
３
０
１
高
射
直
接
支

援
隊
か
ら
第
３
０
３
高
射
直
接
支
援
中
隊
に
改
編
さ
れ
た
。

中
隊
は
、
第
５
高
射
特
科
群
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
野

整
備
部
隊
と
し
て
各
種
事
態
等
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ

う
尽
力
す
る
。

写
真
は
、
東
北
方
面
後
方
支
援
隊
（
仙
台
）
で
実
施
さ

れ
た
第
３
０
３
高
射
直
接
支
援
中
隊
（
中
隊
長
：
森
屋
三

佐
）
の
新
編
行
事
の
様
子
で
あ
る
。

第３０３
高射直接支援中隊

第
３
０
７
特
科
直
接
支

援
中
隊
（
中
隊
長

川
口

三
佐
）
は
、
令
和
六
年
三

月
二
十
一
日
に
編
成
完
結

し
た
。

中
隊
長
統
率
方
針
「
結

集
」
要
望
事
項
「
報
告

連
絡

相
談
の
確
行
」
を

掲
げ
、
地
域
及
び
駐
屯
地

の
皆
様
と
寄
り
添
い
な
が

ら
、
厳
し
い
社
会
情
勢
に

あ
る
こ
と
を
深
く
認
識
し
、

常
に
非
常
事
態
対
処
を
念

頭
に
置
き
、
被
支
援
部
隊

の
整
備
・
回
収
支
援
と
い

う
重
責
を
自
覚
し
、
中
隊

一
丸
と
な
っ
て
任
務
達
成

に
邁
進
し
て
い
く
。

第３０７
特科直接支援中隊

第
５
高
射
特
科
群

令
和
六
年
一
月
一
日
に
発
災
し
た
能
登
半
島
地
震
に

伴
い
、
令
和
六
年
一
月
三
十
一
日
か
ら
四
月
十
三
日
ま

で
の
間
、
八
戸
駐
屯
地
の
所
在
部
隊
は
、
石
川
県
輪
島

市
で
災
害
派
遣
活
動
を
行
っ
た
。

八
戸
駐
屯
地
か
ら
は
、
第
９
後
方
支
援
連
隊
、
第
３

０
３
高
射
直
接
支
援
中
隊
、
第
１
２
３
地
区
警
務
隊
八

戸
派
遣
隊
、
第
３
８
４
会
計
隊
の
四
個
部
隊
が
被
災
地

域
へ
赴
き
、
災
害
派
遣
活
動
を
行
っ
た
。
第
９
後
方
支

援
連
隊
は
入
浴
セ
ッ
ト
を
使
用
し
て
入
浴
支
援
活
動
を

行
い
、
第
３
０
３
高
射
直
接
支
援
中
隊
は
各
部
隊
が
使

用
し
て
い
る
器
材
の
予
防
整
備
や
、
故
障
し
た
器
材
の

修
理
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
第
１
２
３
地
区
警
務
隊
八

戸
派
遣
隊
は
、
災
害
派
遣
部
隊
の
移
動
間
の
交
通
統
制

や
支
援
場
所
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
事
件
や
事
故
の
未

然
防
止
に
努
め
、
第
３
８
４
会
計
隊
は
、
各
支
援
部
隊

が
現
地
で
必
要
と
な
っ
た
物
品
な
ど
を
調
達
、
各
部
隊

が
よ
り
活
動
し
や
す
い
よ
う
に
支
援
し
た
。

支
援
地
域
ま
で
は
、
仙
台
駐
屯
地
や
金
沢
駐
屯
地
を

経
由
を
し
つ
つ
、
車
両
で
三
日
間
か
け
て
現
地
へ
向

か
っ
た
。
支
援
地
域
は
二
月
下
旬
ま
で
断
水
を
し
て
お

り
、
道
路
や
山
に
は
ひ
び
が
入
っ
て
今
に
も
崩
れ
そ
う

な
場
所
も
多
く
、
ニ
ュ
ー
ス
で
見
た
通
り
の
光
景
の
中
、

自
衛
隊
を
必
要
と
し
て
い
る
地
域
住
民
の
方
々
の
為
に
、

他
駐
屯
地
の
隊
員
と
も
連
携
を
図
り
任
務
を
完
遂
し
た
。

第３８４会計隊

第９後方支援連隊 第３０３高射直接支援中隊

第１２３地区警務隊八戸派遣隊

こ
の
度
、
三
月
二
十
一
日
付
け
で
新
編
さ
れ
た
第
５
高
射
特

科
群
の
群
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
奥
田
一
佐
で
す
。

私
は
第
５
高
射
特
科
群
と
は
縁
が
深
く
、
私
が
生
ま
れ
た
昭

和
四
十
八
年
に
前
身
の
第
５
高
射
特
科
群
が
創
隊
さ
れ
、
ま
た

私
が
幹
部
と
し
て
任
官
し
た
原
隊
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

初
・
中
級
幹
部
時
代
に
育
て
て
頂
い
た
恩
返
し
が
で
き
る
非
常

に
貴
重
な
機
会
を
頂
け
た
も
の
と
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

一
方
で
今
回
の
部
隊
新
編
は
令
和
四
年
十
二
月
に
発
出
さ
れ

た
、
い
わ
ゆ
る
「
戦
略
三
文
書
」

に
基
づ
く
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化

の
一
環
で
あ
り
、
そ
の
重
要
な
柱

の
一
つ
「
統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防

衛
」
の
一
翼
を
担
う
と
い
う
重
要

な
役
割
を
考
え
る
と
、
そ
の
重
責

に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

群
の
改
編
事
業
は
今
後
も
継
続
し
、

中
Ｓ
Ａ
Ｍ
や
対
空
戦
闘
指
揮
統
制

シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
（
Ｉ

型
）
等
の
導
入
を
控
え
て
い
ま
す
。

歴
代
指
揮
官
そ
し
て
隊
員
が
築
き
上
げ
て
き

た
伝
統
と
誇
り
を
継
承
し
つ
つ
、
全
隊
員
と

一
丸
と
な
っ
て
隊
務
遂
行
に
邁
進
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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各 部 隊 の 活 動 状 況
第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊
（
連
隊
長

梶
田
一
佐
）
は
、
二
月
二
十
六
日
（
月
）

に
命
題
発
表
を
実
施
し
た
。
本
命
題
発
表
は
、
有
事
に
お
け
る
任
務
完
遂
を
念
頭
に
実

際
の
地
形
及
び
敵
の
脅
威
を
基
準
と
し
、
令
和
六
年
度
以
降
の
連
隊
練
成
要
領
の
確
立

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。

本
部
管
理
中
隊
は
、
「
敵
遊
撃
部
隊
へ
の
対
処
行
動
」
を
、
第
１
中
隊
は
、
「
偽
装

網
の
展
張
」
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

各
中
隊
が
検
討
・
検
証
し
た
成
果
を
現
地
で
確
認
し
、
意
見
交
換
等
に
よ
り
具
体
的

な
行
動
を
案
出
し
た
。

連
隊
は
、
本
命
題
発
表
を
通
じ
て
確
立
し
た
練
成
要
領
に
基
づ
き
成
果
を
蓄
積
し
、

対
処
能
力
に
裏
付
け
ら
れ
た
抑
止
力
の
発
揮
に
よ
り
我
が
国
の
防
衛
に
貢
献
し
て
い
く
。

第
４
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
連
隊

遊
撃
対
処

偽
装
網
展
張

小
銃
携
行
要
領

第
２
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
（
隊
長
：
片
上
二
佐
）
は
、
令
和
六
年
二
月
一
日

（
木
）
に
霞
目
駐
屯
地
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
、
令
和
五
年
度
航
空
隊
競
技
会
（
銃

剣
道
）
に
参
加
し
た
。
団
体
戦
の
部
、
個
人
戦
の
部
に
分
か
れ
て
実
施
さ
れ
、
日
頃

練
成
し
た
成
果
を
発
揮
し
、
団
体
戦
準
優
勝
と
い
う
成
績
を
収
め
た
。

個
人
成
績
は
、
陸
曹
以
上
の
部
に
お
い
て
飛
行
支
援
隊
山
田
三
曹
が
第
三
位
、
Ｗ

Ａ
Ｃ
の
部
に
お
い
て
飛
行
隊
吉
田
士
長
が
第
一
位
の
成
績
を
挙
げ
た
。

引
き
続
き
競
技
会
（
銃
剣
道
）
の
練
成
を
継
続
し
、
部
隊
の
精
強
性
を
維
持
・
向

上
さ
せ
る
所
存
で
あ
る
。

第
９
後
方
支
援
連
隊
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
の
能
登

半
島
地
震
の
発
災
に
伴
い
、
東
北
方
面
入
浴
支
援
隊
と
し

て
災
害
派
遣
活
動
を
実
施
し
た
。

一
月
三
十
一
日
か
ら
二
月
二
十
五
日
ま
で
の
間
、
東
北

方
面
入
浴
支
援
隊
の
一
部
と
し
て
、
後
方
支
援
連
隊
の
隊

員
四
十
四
名
が
、
道
の
駅
「
赤
神
」
（
石
川
県
輪
島
市
）

に
お
い
て
入
浴
支
援
活
動
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
三
月
二
十
三
日
か
ら
四
月
十
三
日
ま
で
の
間
、

東
北
方
面
入
浴
支
援
隊
の
主
力
と
し
て
、
補
給
隊
長
を
入

浴
支
援
隊
長
と
す
る
後
方
支
援
連
隊
の
隊
員
百
名
が
、
道

の
駅
「
赤
神
」
に
加
え
、
門
前
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
及
び

も
ん
ぜ
ん
児
童
館
（
い
ず
れ
も
石
川
県
輪
島
市
）
に
お
い

て
、
指
揮
所
活
動
、
入
浴
支
援
活
動
、
兵
站
・
衛
生
支
援

活
動
等
を
実
施
し
た
。

今
回
の
災
害
派
遣
を
通
じ
て
、
地
域
住
民
の
方
々
約
一

万
名
に
入
浴
施
設
を
ご
利
用
い
た
だ
き
民
生
の
安
定
に
寄

与
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

令
和
六
年
三
月
十
九
日
、
廃
止
完
結
報
告
及

び
隊
旗
返
還
式
を
実
施
し
、
同
年
三
月
二
十
一

日
付
を
も
っ
て
第
１
０
１
高
射
特
科
隊
は
廃
止

と
な
り
、
そ
の
歴
史
に
幕
を
降
ろ
し
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
三
月
に
新
編
し
、
六
年
間
と
い

う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
第
１
０
１

高
射
特
科
隊
で
勤
務
を
し
た
隊
員
が
こ
れ
ま
で

の
歴
史
と
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
与
え
ら
れ
た
任

務
を
遂
行
し
続
け
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
発
展

的
改
編
と
な
る
新
生
第
５
高
射
特
科
群
が
新
編

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
勤
務
を
し
て
く
れ
た

隊
員
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
体

制
移
行
に
係
る
業
務
に
お
い
て
、
ご
協
力
を
頂

い
た
八
戸
駐
屯
地
各
部
隊
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
駐
屯
地
後
援
会
、
各
協
力
団
体
及
び

隊
員
ご
家
族
を
含
み
ま
す
地
域
住
民
の
皆
様
の

ご
理
解
、
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
与
え
ら
れ
た

任
務
を
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、

新
生
第
５
高
射
特
科
群
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

第
５
高
射
特
科
群

第
２
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
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各 部 隊 の 活 動 状 況

第

９

飛

行

隊

令
和
六
年
三
月
二
十
三
日
（
土
）
、
第
９
飛
行
隊
は
、
創
隊
67
周
年
を
迎

え
、
記
念
行
事
と
合
わ
せ
て
家
族
の
日
を
実
施
し
た
。
行
事
で
は
、
部
隊
紹

介
、
訓
練
展
示
（
ホ
イ
ス
ト
に
よ
る
孤
立
者
救
助
）
、
装
備
品
展
示
、
炊
き

出
し
等
を
行
っ
た
。
来
隊
し
た
ご
家
族
等
は
、
普
段
見
慣
れ
な
い
装
備
品
や

真
剣
な
様
子
で
訓
練
展
示
を
実
施
す
る
隊
員
達
を
興
味
深
く
見
学
さ
れ
て
お

り
、
陸
上
自
衛
隊
・
第
９
飛
行
隊
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
隊
員
が
腕
に
よ
り
を
か
け
て
調
理
し
た
八
戸
郷
土
料
理
「
せ
ん
べ
い

汁
」
に
つ
い
て
は
、
ご
家
族
・
隊
員
そ
れ
ぞ
れ
笑
顔
で
舌
鼓
を
打
っ
て
い
た
。

HACHINOHE

訓練展示を見学する家族たち

親子で航空ヘルメットをかぶる

熱々のせんべい汁を提供

第
３
０
３
高
射
直
接
支
援
中
隊

ＳＩＮＣＥ ２００６ＳＩＮＣＥ ２００６

平
成
三
十
年
三
月
二
十
七
日
に
改
編
さ
れ
た
第
３
０
１
高
射
直
接
支
援
隊
は
、
約

六
年
の
時
を
経
て
、
令
和
六
年
三
月
二
十
一
日
に

第
３
０
３
高
射
直
接
支
援
中
隊

へ
改
編
さ
れ
た
。

第
１
０
１
高
射
特
科
隊
か
ら
改
編
さ
れ
た
第
５
高
射
特
科
群
と
連
携
を
は
か
り
つ

つ
、
野
整
備
部
隊
と
し
て
の
任
務
完
遂
に
努
め
る
。

写
真
は
、
令
和
六
年
三
月
十
九
日
に
東
北
後
方
支
援
隊
（
仙
台
）
で
実
施
さ
れ
た
、

第
３
０
１
高
射
直
接
支
援
隊
（
隊
長
：
森
屋
三
佐
）
の
廃
止
行
事
の
様
子
で
あ
る
。

第
９
施
設
大
隊
（
大
隊
長
小
林
二
佐
）
は
、
令
和

六
年
度
第
三
次
大
隊
野
営
訓
練
を
前
段
、
後
段
に
区

分
し
岩
手
山
演
習
場
で
実
施
し
た
。

一
月
十
九
日
か
ら
二
十
二
日
の
前
段
訓
練
で
は
、

大
隊
統
制
に
よ
り
積
雪
地
に
お
け
る
ス
キ
ー
行
進
、

障
害
構
成
作
業
等
の
訓
練
を
実
施
し
て
、
積
雪
寒
冷

地
部
隊
と
し
て
の
練
度
向
上
を
図
っ
た
。
特
に
、
十

九
日
に
実
施
し
た
12
㎞
ス
キ
ー
行
進
は
、
昼
夜
間
に

か
け
行
進
し
、
各
隊
員
は
小
銃
、
装
具
及
び
背
の
う

等
を
装
備
し
つ
つ
、
令
和
五
年
度
新
配
置
の
ス
キ
ー

初
心
者
を
指
導
し
な
が
ら
中
隊
一
丸
と
な
っ
て
新
集

結
地
を
目
指
し
た
。

そ
の
後
、
防
御
戦
闘
に
備
え
障
害
構
成
に
移
行
し

た
。
特
に
機
械
力
に
よ
る
対
戦
車
崖
、
人
力
に
よ
る

地
雷
原
及
び
鉄
条
網
の
障
害
を
組
織
的
に
構
成
し
、

冬
季
積
雪
寒
冷
地
に
お
け
る
任
務
遂
行
上
必
要
な
部

隊
の
能
力
を
向
上
さ
せ
た
。

ま
た
二
月
四
日
か
ら
七
日
の
後
段
訓
練
で
は
、
各

中
隊
長
が
積
雪
寒
冷
地
部
隊
と
し
て
練
成
す
べ
き
能

力
を
自
ら
分
析
し
、
そ
の
能
力
向
上
の
た
め
、
障
害

構
成
、
障
害
処
理
及
び
積
雪
地
に
お
け
る
偽
装
等
を

訓
練
し
冬
季
の
特
性
を
踏
ま
え
た
部
隊
の
基
本
的
行

動
並
び
に
隊
員
の
基
礎
的
動
作
等
に
つ
い
て
練
度
を

向
上
し
た
。

第

９

施

設

大

隊

道路閉塞地雷原構成スキー行進

直
接
支
援
中
隊
（
中
隊
長

湯
山
一
尉
）
は
、
令
和
六

年
三
月
六
日
に
中
隊
旗
を
返
還
し
、
第
１
０
２
特
科
直
接

支
援
隊
部
隊
廃
止
を
完
結
し
た
。
平
成
二
十
二
年
三
月
二

十
六
日
の
改
編
か
ら
こ
れ
ま
で
、
部
内
外
に
亘
り
多
大
な

る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
致
し
ま
す
。
新
編

し
た
第
３
０
７
特
科
直
接
支
援
中
隊
は
引
き
続
き
支
援
業

務
の
円
滑
化
・
技
術
向
上
に
努
め
て
訓
練
に
臨
み
、
基
本

基
礎
動
作
を
徹
底
し
た
整
備
・
回
収
支
援
を
実
施
し
、
任

務
完
遂
に
邁
進
す
る
。

第
３
０
７
特
科
直
接
支
援
中
隊

廃止行事の様子

隊旗の返還
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◎協賛金額

一口 ￥１０，０００（７cm×７cm）

◎連絡先
八戸駐屯地司令業務室 広報班
０１７８（２８）３１１１（内線 ２０６８）
pr-4ssmr-nea@inet.gsdf.mod.go.jp

皆様からの御協賛お待ちしております！

八戸駐屯地では、駐屯地の活動状況を逐次更新中☆彡
詳しくは、こちらをチェックしてみてください！

https://www.mod.go.jp/gsdf/neae/hachinohe/

住所 八戸市市川町桔梗野官地
☎ ０１７８－２８－３１１１

フェイスブック・ⅹ（旧ツイッター）絶賛活動中！

フォロワー募集中です♪

🔍 八戸駐屯地 で検索！

皆様からの御協賛お待ちしております！

離
任
部
隊
長

紹
介

第
38
普
通
科
連
隊
第
４
中
隊
長

（
Ｒ
６
・
３
・
13
付
）

一
等
陸
尉

阿
部

義
章

第
38
普
通
科
連
隊

連
隊
本
部
第
1
科
（
多
賀
城
）

第
１
２
３
地
区
警
務
隊

八
戸
派
遣
隊
長
（
Ｒ
６
・
３
・
13
付
）

二
等
陸
尉

矢
島

基
陽

第
１
２
１
地
区
警
務
隊

釧
路
派
遣
隊
（
釧
路
）

第
38
普
通
科
連
隊
第
４
中
隊
長

（
Ｒ
６
・
３
・
14
付
）

第
１
２
３
地
区
警
務
隊

八
戸
派
遣
隊
長
（
Ｒ
６
・
３
・
14
付
）

顔写真

顔写真

第
１
０
２
特
科
直
接
支
援
隊

直
接
支
援
中
隊
長

（
Ｒ
６
・
３
・
12
付
）

一
等
陸
尉

湯
山

勝
則

東
北
方
面
後
方
支
援

隊
本
部
（
仙
台
）

顔写真

モ

ニ

タ

ー

終

了

・

委

嘱

式

一
等
陸
尉

佐
藤

紘
希

第
38
普
通
科
連
隊
（
多
賀
城
）

一
等
陸
尉

白
戸

義
弘

新
着
任
部
隊
長

紹
介

令
和
六
年
三
月
三
十
日
（
土
）
に
、
防
衛
及
び

駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
の
終
了
式
・
委
嘱
式
を
実
施
し

ま
し
た
。

駐
屯
地
は
各
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
の
ご
意
見
及
び

ご
要
望
を
踏
ま
え
、
自
衛
隊
の
こ
と
を
よ
り
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
精
進

し
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
八
戸
駐
屯
地
を
含
め
ま
し
て
、
自
衛

隊
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

八戸地区自衛隊協力会
八戸商工会議所
自衛隊・八戸市防災対策検討委員会
青森県隊友会三八地域支部
八戸市自衛隊家族会
青森県銃剣道連盟八戸支部
第５高射特科群後援会
八戸陸上自衛隊協力店会
第４地対艦ミサイル連隊ＯＢ会
第９後方支援連隊ＯＢ会「みちのく会」
第２対戦車ヘリコプター隊ＯＢ会
八戸駐屯地業務隊ＯＢ会
第９施設大隊ＯＢ会「勇施会」
第９飛行隊ＯＢ会
高射ＤＳＯＢ会
第３８普通科連隊八戸地区ＯＢ会
八戸市危機管理部

第
９
飛
行
隊
長
（
Ｒ
５
・
12
・
21
付
）

第
９
飛
行
隊
長
（
Ｒ
5
・
12
・
22
付
）

二
等
陸
佐

吉
田

規
祥

東
部
方
面
総
監
部
防
衛
部
（
朝
霞
）

第
３
０
７
特
科
直
接
支
援
中
隊
長

（
Ｒ
６
・
３
・
13
付
）

三
等
陸
佐

川
口

善
也

第
１
師
団
司
令
部

（
練
馬
）

二
等
陸
佐

中
村

秀
幸

陸
上
幕
僚
監
部

装
備
計
画
部
航
空
機
課
（
市
ヶ
谷
）

第
１
２
３
地
区
警
務
隊

直
支
保
安
警
務
隊
長
（
青
森
）


